




“アサクサノリ"の生長に対ナる

ジベレリンの効果

木下祝良ド・寺本賢一郎糾

S. KINOSHITA .and K. TERAMOTO: Qn the efficiency 
of gibberellin on the growth of Porphyra-frond 

ジベレリンは稲の馬鹿苗病菌の培養液中に見出される植物生長促進物質

であり， t夜間・住木等により純粋に結晶状に取り出され，生産菌の学名に因

んで命名されたものである。ジベレリンは花井，作物，樹木などの生畏・開

花の促進作用その他種々の特異的な生理作用を有することによって最近国際

的に話題となっている。

著者等は“アサクナノリ"の生長lζ対するジベレリンの作用を調べ生長

促進効果のある乙とを認めたので以下tζ報告する。

実験方法

実験材料としては 1cm2の大きさに切った“アサクサノリ"の業体片を

使用した.“アサクサノ 9"は東京湾産のもので品種は不詳である。

海水20mQ. Iζ1cm2の薬体片5枚を浮遊せしめ，40ma容の逆T型試験

管IL入れて，昼光色蛍光灯で 4.0001uxの光を与えつつ 13-WCで10日間，

毎日海水を更新しながら振溜培養 (MONOD式振湿器を使用，毎分30回振重量)

を行った。

海水は比重1.023，坂~~量 15.9焔， pH7.8の東京湾海水を用いた。乙

れに (NH.)2S0，17， NaN03 13， Na2HPO. 3， CaC12・2H.O3， MnC12・4H20

0.03， KI 0.03， FeC13・6H.o0.0002及び NaHCO，350 mg/ aを添加し pH7.5
に修正した後ジベレリンを各濃度lζ添加して培養に使用した。

10日間培養後，業体片 5枚につき面積を測定してそれらの平均を求め生

長の度合を表わした。また BECKMAN分光光度計を用いて業体の吸収曲線を

求めた。即ち業体片そのものを試料とし，オパーノレグラス法により光の波長

400mμ より 700mμlζ至る聞で波長 10mμ 毎に吸光度を測定した。

4時**， 協和醗酵工業株式会社東京研究所
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昭和33年 12)~ m3号第 6 ~<lii t誕86 

実験結果及び考察

ジベレリンを台まない海水及びジペレリンを 1.0，0.1， 0.01または O.OCll

mg/eの訓合に合む海水に 1cm'の柴休片を浮遊せしめ 10JJI11Jl者必した料品さ

は!%}1去に示すJ!llりである。

“アサクサノリ "のa:J乏と -:.;ベレリン泣!Jバとの関係

ジベレリン 主:(l本平の均大fiUき)さ 細胞(平の均大値き)さ 荊1¥ 胞 数
限度 (d見目指{白)
mg/2 cm' μ x 10‘ 。 2.18 13.8 146 

1.0 2.02 14.1 128 

0.1 2.20 12.7 171 

0.01 2.31 12.1 198 

0.001 2.79 15.5 146 

第1表

ジベ レリ ン0.001mg/aを含む背任水では紫休は 2.79cm'となり:l!i大の生

乙れをジベ νy'./を含まない海水中における然体の~ Jえ 2.18cm' 

と比較すれば 28% の過剰生長を示

している。ジペ ν リ ソ ìl~1度 0.01mg/a 

では生長促進のl民合は小さく ，

レリン 1.0mgN では生長が阻害さ

長を遂げ，

ジベ

れる。

紫休を構成する各細胞の大きさ

はvベ V リンi山!交0.1及び O.OlmgN
では対H日よりも 12-8%小さく ，0.001

mg/eでは 12%大きい。また抜体片

を構成する細胞総数を，A51本が細胞

-Jrjより成ると仮定して概押した結

果では ， グベ レ Y ン ù~l皮 1.0 mg/e に

おいては対照よりも 少なく ，0.1 ~ 

0.01 mg/eでは多くなり，0.001mgJa 

ICおいては対照と等しい。
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ジベνリンはそのflAj交によって

制!J包分裂の述l反及び細胞の大きさに
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諸事1図“アサクサノリ"の股牧スペクトル
A: ジベレリンを合まない海水でk.'iW
B: :/ベ レリノ0.001mg/~ を合じ潟水で指11

C : 11 0.01 mg/i 11 

D : 11 0.1 mg/2 11 

E : 11 1.0 mg/~ 11 



木下・寺本: “アサタサノリ"の生長に対するクベレリンの効果 87 

対して夫々異なった作用を及ぼし，それらの相互関係によって葉体の生長が

決定されるものと考ーえられる。即ち，ジペレリシ濃度1.0mg/陀では細胞分裂

が抑制され従って生長が対照よりも劣る結果となる。 0.1~0.01 mg/fでは細

胞分裂は旺盛に行われるが各細胞が小形となるため生長は対照と略々岡程度

に止る。 0.001mg/fでは細胞分裂は影響を受けないが細胞が顕著に膨大し従

って業体が最大の生長を示す。

葉体の色調は，対照において黒褐色を呈するのに対し，ジベレ 9yを含

む海水での培養ではジベレリン濃度の靖加lζ従って漸次赤みを僧大する傾向

を認めた。 i:tベレ Pン10mg/R.の存在下では業体は一夜で赤紫色に変じ著し

い障害がある。

乙れらの業体の吸収曲線は第1図の通りである。業体lζ含まれる主な色

素は， 各吸収極大よりクロロフィルーa(435， 665 mμ)， r-フィコエリスリン

(495， 545， 570 mμ)， r-フィコνアニシ (625mμ)と推定される。 対照の業体

では色素量が最も多く，ジペレリン 0.001mg!R.を含む海水で培養した業体は

色素量がやや低下するのみで各色素間の量的関係は殆んど変らない。 i/ベν

9 y 0.01 mg/R.以上の存在下では色素量の可成り著しい低下を来す他， クロ

ロブィル-a及びトプイゴνアニンが他の色素によむして顕著に減少している。
ジベレリン存在下での培養において，ジベレリン濃度の増加に伴なって業体

の色調に赤みが増加するのも乙れらに基因すると思われる。

要約

“アナクサノ 9..の生長IC対するジベレリンの効果について，“アサクナ

ノリ"の生長に好適な室内培養条件下で試験を行い，生長促進効果のあると

とを認めた。得られた結果を要約すれば次の通りである。

(1) ジベレリン 0.001mg:R.の濃度において“アサクサノリ"の細胞は膨

大化する。 0.1及び 0.01mg/aの滋度では“アサクナノリ"の細胞分裂

が促進される。

(2) “アナクサノ 9"の生長はジベレリ γ 0.001mg/V-の濃度において最

大を示し， 10日間で， ジベレリン不在下における生長の 28%に相当

する過剰生長が得られた。

終りに臨み，実験材料の分与その他の援助を賜った東海区水産研究所須

藤博士，並びに本実験の遂行』ζ鞭鍵と発表の許可を与えられた協和磁酵工業

社長加藤博士，佐藤前研究所長fcJ単く感謝致します。
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88 部類 第6巻第3号 昭和33年12月

Summary 

The efIect of gibberellin on the growth of Porphyra-frond was studied. 
The experiments were carried out under the artificial culture conditions 
using Monod type shaking device. 
Porphyra.fronds were cut in目izeof 1 cm2， and自.vepieces were used for 
each test. 
The r田 ultswere as fol¥ows; 
1. When gibberellin was used in concentration of 0.001 mg/f. the cell size 

became larger， while the cell division was accelera総din concen色rationof 
0.1-0訓 mg/1..
2. ln concentration of 0.001 mg/e. the growth was most marked and 28% 
。fexcess growth was observed. 

越後能生及び近傍の海藻ノート (1)

斎 藤 譲本

Y. SAlTO; Notes on Some Marine Algae from 
Nou. in E巴higo.and Vicinity (1) 

筆者は 1954年春以降， 越後能生を中心とした地域の海深フロ ラの調査

を行い，既IC越後能生及び附近沿岸産海言葉目録を発表した (1956).その後も

採集調査を続け，特に以前文献に基づいて乙の目録iζ収録して置いた種の採

集につとめた。又，能生水座高等学校lζ保存されている，阿曽文雄氏の大正

年代能生州採集のIl昔莱標本を見付けたので乙れを観察し，更に，中村正雄氏

著新潟県天産誌に載っている能生H 所産の種を，いく つか拾い出す事が出来

たので，これに筆者の得た知見を加えてこ乙に発表する次第である。

終始御指導をいただき ， 御校閲を賜った恩師時国自~先生に深く感謝する

と共に，種々絢l教示を与えられた新潟大学野田光蔵先生iζ御礼を申し上げる。

Chaetamorpha crassa (AG.) KUTZ. ホソジュズモ

中村，1925， p. 224 ;岡村， 1936， p. 68 ;東， 1936， p.1. 

産地: 能生(中村，l.c.)，百}11 (斎藤，8月，1958) 

持飽生水産高等学校

制 阿iヨ・中村岡民の“飴生"は小泊，百川を含ん?いる ものと思われる。 以下岡徴。
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斉藤: 越後能生及び近傍の海部ノート (1) 89 

Sar gassum sp. 1ζ巻絡したもの一個体が得られた。服薬にした団塊の大

きさは約 6x3.5cm，本種の日本海沿岸での分布は目下の所， 能生以西と思

われる。

Bryopsisρlumosa (HUDS.) AG. ハネモ

中村， 1925， p. 223 ;岡村， 1936， p. 91， 47図;東， 1936， p.2; TAKAMATSU， 

1939， p. 28;大島， 1950， p. 14， 11図.

産地: 能生(阿曽， 7月， 1915;中村， 1. c.)，百川，小タイドプール中

のサンゴモ類』ζ若生(斎藤， 7月， 1958) 

Caulerpa okamurai W. v. BOSSE ブサイワヅタ

中村， 1925， p. 223 ;岡村， 1936， p. 104， 53図;東， 1936， p.2; TAKAMATSU， 

1939， p.28， pl. V， Fig.1 ;大島， 1950， p. 14， 12図.

産地: 能生(阿曽，採集年月記録なし勺，百J11 (斎藤， 8月， 1958) 

Ecklonia kurome OKAM. (Fig. 1) クロメ

岡村， 1936， p.271， 151図， 8， 152閲;東， 1936， p.3;大島， 1950， p. 46， 40 

図;斎藤， 1956， p.99. 

産地: 百JlI(斎藤， 4月， 1956; 5月， 1957; 7月， 1958) 

前報(1.c.)には岡村(1.c.) Iζ従って本種を掲載したが，その後，百川の

一角lζ相当豊富に繁茂しているのを見出した。当地のものは一般lζ小型で，

特l乙茎の短かい個体，下部の羽状葉lζ鍍の少ない個体が目立つ。岡村(1.c.) 

は，“日本海沿岸越後能生迄明ニ知ラノレ"と記して居る。 一方， 中村 (1925)

は，Ecklonia hicyclis KJELLM.アラメを能生・佐渡で記録し，“遠藤惇土ハ

本種ヲカヂメト呼プ"と附記しているが，氏の標本を見る機会を得ないので

勿論断言は出来ないとしても，氏がアラメと同定したものは本種と同一物で

はないかと考えられる。ちなみに野回先生も最近佐渡で本種を得て居られる。

Dictyota li'IWaris (AG.) GREV. イトアミヂ

中村， 1925， p. 216 ;岡村， 1936， p. 162 ;東， 1936， p. 4; TAKAMATSU， 1939， 

p. 31， pl. VI， Fig. 2;大島， 1950， p. 21 ;斎藤， 1956， p. 99. 

産地: 能生(何曽，採集年月記録なし)，百JlI(斎藤， 8月， 1958) 

前報(1.c.)には，岡村(1.c.)に従って掲げたが，最近百川で，顕著lこ群

落を作る事はないが相当多量に生育しているのを見出した。

持 阿曽氏が能生水産学校に奉取したのは，大正4年より大正 10年 (1915-'21)まで

- 5 



90 E単類第6巻第38-昭和 33年12月

Diclyola sp. (Fig. 2) 

産地: 古川， 浅く波なき所の岩上(務ii事，8月，1958) 

体は殺生し，下f.ii緩 く錯綜し直立する。 4-6cm !.':j く ，高~;!状， rlJは広い

部分で約 1.5~2 mm，厚さは約130μ，4~7 回叉状!と分岐し ， 先端はやや尖

り舌状 ; 体下部より中部にかけて，小は顕微鏡的な鋸歯から大は長さ約 10

mm![遥する顕著な櫛状の副校を両縁より生じ羽状となる ;体表間各部lζ毛

設が散在し，体下部![はとの他設を成さない毛状J設が生じ，乙れを以て互に
癒着し， Il~，![砂粒を取巻く。色は淡前褐色 ， 乾燥すればやや附色となる。生

刻231Tfは観察山来なかった。稀名lζついては今後尚1W査の上決定したい。

Sρathoglossumραcificum YENDO (Fig. 3) ヲモyグサ

岡村， 1936， p. 171， 87図;大jふ 1950，p. 23， 20阿;瀬川， 1956， p.27， p1. 

14， Fig. 123. 

2.a 

4..a 
Fig. 1. Ecklonia kU1・omeOKAM. 百川illd X 1/5. 
Fig. 2. Dictyota sp 
a. 未熟の体. 百川ffi.X 4/7. 

Fig. 4. SpC!thoglossum vaバabileFIG. et DE NOT. 
a. 問分胞子褒を有する休 t治生産. X 4/7. 

- 6 
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斉藤: 越後能生及び近傍の海部ノ ート (1)

2.d. 

2.e 

Flg. 2. Dictyuta sp. 

b. 体の一部. 羽状の刺肢を示す. x 1.3. 
C. 体中央部の横断. x 95. 
d. 成長点部分の表面観. x 180. 
e. 小鋸歯を有する部分の表面観. x 180. 

2.e 

f. 体下部毛状線告有する部分の綴断.毛状綬が砂粒を巻
き込んで居る. x 95. 

FIg. 3. SpαthogloS8叫m.'fJlιcific叫m YENDO. 成長縁の一郎表

商観. X 180. 

Fig. 4. Spathoglo88叫mvarωbile FIG. et DE NOT. 
b. 四分胞子豊富争有する部分の表面観. x 95. 

- 7ー
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92 部類第6巻第3号昭和33年 12月

産地: 百川，海浜lζ打揚げ(斎藤， 4月， 1956) 

只一個体， しかも根部を欠く標本を得たが，校端の成長点が多細胞であ

るとと，体形が瀬川(1.c.)の示す図によく一致するととから，本種lζ同定し

た。高さは約21.5cm。

乙の他， 阿曽氏採集の“Spathoglossumsp.コモングサ"と記入した標

本が一個体あるが，これはやや細く，各部の巾 4-8mm程度の帯状で，か

なりEしく叉状分岐し，先端は舌状となる。この形の植物については今後尚

検討を加えたいロ

Spathoglossum fJariabile FIG. et DENoT. (Fig. 4)ホソパコモシグサ

中村， 1925， p. 217;岡村， 1936， p.170;大島， 1950， p.24. 

産地: 能生(策藤， 6月， 1958) 

只一個体を得たが，四分胞子褒を持った標本である。体は細く，広い部

分で約4mm，全体はほぼ扇状iとひろがり，高さ約7cm，色は乾燥標本で黒

褐色である。四分胞子褒は皮膚細胞から変成し，表面観で円形乃至体軸方向

lとやや引伸された楕円形で，体の各部両面l乙不規則IL散在する。

Dictyopteris latiuscula (OKAM.) OKAM. ヤハズグナ

Halyseris latiuscula OKAM. として， 中村， 1925， p. 217. Neurocarpus 

latiuscula OKAM.として，岡村， 1936， p. 174. 

産地: 能生(中村， 1. c.)，能生，海浜に打揚げ(斎藤， 6月， 1956) 

Dictyopteris difJaricata (OKAM.) OKAM. エゾヤハズ

東， 1936， p. 4， Halyseris divaricata OKAM.として，中村， 1925， p.217， 

Neurocarpus divaricala OKAM.として，岡村， 1936， p.173; TAKAMATSU， 

1939， p. 32;大島， 1950， p. 25. 

産地: 能生(中村， 1心l，百JII(斎藤， 7月， 1958) 

Padina arborescens HOLM. クミヲチワ

中村， 1925， p. 217; 岡村， 1936， p. 182， 94図;東， 1936， p.3;大島， 1950， 

p.27， 23図.

産地: 能生(中村， 1. c. ;阿国，採集年月記録なし)

検し得たのは，阿曽氏採集の一位i体のみで，かなり老成したものらしく，

多数の裂片Iζ分かれ， 20cm もの ~j t\ があるの lC生殖器官は全く見出し得な

かった。
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時国: 海畿の組踊(綜述) 93 

Desmarestia tlIridis (MULL.) LAMOUR. グクルジグサ

中村， 1925， p. 221 ;岡村， 1936; p. 215 ;東， 1936， p.3; TAKAMATSU， 1939， 

p.36;大島， 1950， p. 36. 

産地: 能生(中村， l. c.)， 小泊(蔚藤， 5月， 1956)，木浦 u斉藤， 5月，
1958) 

Summary 

An annotated Jist of thirteen species of marine algae from Nou， in Echigo 
and vicinity on the Japan Sea co鎚 tof Honshu is given here as an addition 
ωthe writer's previous list (1956). These species were studied by examining 
th目specimenscollected by the writer himself with a single exception that is 
a specimen of Pad'伽aarborc81J側 8collected by Mr. Aso. One of the species 
whi巴hno doubt belongs to the genus Dictyot宿泊 leれ undetermineduntil fer-
tile specim個目 andfurlher informations are obtained. A single specimen of 
Spat.加'glo田umvariabile wiぬ tetrasporangiawas coUected 1舗tJ une， as illus-
trated in Fig.4. 

多量苦文献

東 道太郎 (1936): 日本海(本州沿岸)i窒海海目録.水産研究誌， 31 (5); 290-298 (.ll1J 
刷では 1-9，本報文ではEれで示す)。
中村正雄 (1925):新潟県天産誌.新潟.
NODA， M. (UnpubUshed): On the marine algae of Sado Island. 
岡村金太郎 (193司: 日本語藻誌. 東京.
大島勝太郎(1950): 富山湾海海誌. 東京.
斎藤 譲(1956):越後飽生及び附近沿岸産海部目録.北大水産袋線， 7 (2); 96-103. 
瀬川宗吉 (1956): 原色日本海誕図鑑.大阪.
TAKAMATSU， M. (1939): Marine algae from the coast of Japan Sea in north-
eastern Hons凶， Japan. Saito Ho・onKai Mus. Res. Bull.， No.17，.Bot.， No. 
6; 21-83， pls. 5-13， 1 text-flg. 

海 藻 の 癌 腫 (綜述)

時国 師事

J. TOKIDA: A review on galls in seaweeds 

海藻の体の上lζ痛ができているのを見ることがある。海藻の溜には次の

3種類がある。

後北大水産学部
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9i 線類第6巻第3号昭和33年 12月

1. 海藻自体の繁殖器官 (オゴノ 9の袋果)

2. 寄生海藻の体 (ユナに寄生のベンテンモ)

3. 寄生動植物の刺戟や工場騰水成分の刺戟などにより海藻自体の細

胞が病的の異常増殖してできる腫湯，癌盟 gall(アサクナノリの癌

腫， Fucalesの gall等)

海藻の gallの最も古い記録は BARTON(1891)がダルスで見たもので.体

の一面に突出し，成悶はおそらく附近の細胞内に寄生する copepodの分泌

するらしい黄色物質の刺戟であろうという。線虫類 nematodeも見られるが

体表面にできる干しから砂粒などの異物と同様に体内に入ったものと思うと

て， gallの成因を copepodに帰している。その種名，幼生については最近

HARDlNG (1954)の研究が発表されている。

ダノレスの癌 tuberc¥esはもっと古い記録がある lMERTENs，in ROTH 

1806; TURNER 1808; RUPRECHT 1851)。しかし gallとは考えずにダルスの

褒果としている。 RUPRECHTの記載したものは本当の礎果ではあるまいと

CARRUTHERS (1890)は云う。遠藤 (1911)は北海道で 7-8月の交にダノレスの

棄の両面に散布する半球状の婆果と認むべきものを見ると云い，詳細は将来

の決定lζ侠っと記している (p.662)。日本海藻誌 (p.675)と日本藻類図譜7(9) 

p. 67 (日本文)にはダルスの記載iζ “護果ノ、小ニνテ半球状ニ膨ν表面ニ散在

ス"と記しであるが，何かの間違いと思われる。前者の 322図(3)はダルスの

畿果断面とうっかり思い易いが，実はアナダルスの図である乙とは説明文の

週りである。ともかくダルスの婆果は今日なお未発見で，今までに観察され

た績は，おそらく BARTONの見た gallと同じものと思われる。

さて，海藻の gallILついて今日までに報告されたものを，海藻の種類別，

及び gall:の成因別に列挙してみると次の如くである。

(1) 海言葉の種類別iζみた gaUの記録

紅藻類

Porρhyra tenera KJELLM. アナクナノリ

Chlorochytrium sp.り(緑渓)(遠藤 1911，p. 519)，工場廃水(藤山 1957)

Porρhyra variegata (KJELLM.) Hus フイリタサ， トモエノ 3

糸状紅線 l 種(遠藤，同，~p.519， fig. 148) 

1) 7サクサノリの gallの成因として.ChloroclLytriu蜘 sp.が遠藤 (1911)によって
報告された，という怠味でめる。以下同じ。
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Chantransia spp. チャントランνァ属数種(淡水産)

パクテリヤ (STARMACH 1930) 

Gracilaria verrucosa (HUDS.) P APENF. オゴノリ

パクテリヤ (MEROLA 1952) 

Furcel1aria fastigiata (HUDS.) LAM. フノレケラリア属1種

線虫類 (BARTON1901; COLES 1958) 

ωstoclonium抑ゆlreum(HUDS.) BA'πERS テストクロユクム属1種
パクテ 9ヤ (ScHMITZ 1892; CHEMIN 1927， p.441) 

95 

(本積の溜について:'1、む悶ER1808， p. 18， p1. 9， figs. f， g， h ;溜は Cho-

ret.両~olax Cystoclonii KYLlN 1907， p.127に同じ-ROSENVINGE1931， p. 

596) 

Ahn戸ltiaplicata (Hu回.)FRI酷 ネツキイタニグサ

パクテ Pヤ (ROSENVIl河GE1931， p. 560) 

(本種の nematheciaではない痛について一HARVEY 1846-51， pl. 288， 

fig. 3; ScHMITZ 1893， p. 395; GOMONT 1894， p. 132; CHEMIN 1930， p. 

343) 

Chondrus crisp附巴)STACKH. ツノマタ属1種

パクテリヤ (CHEMIN 1931) 

線虫類 (BARTON 1901; COLES 1958) 

Rhodymenia palmata (L.) G回 V.

筏脚類の Harpacticus chelifer (BARTON 1891) 

焼脚類の Thelastris rhodymeniae (BRADY) (HARDING 1954¥ 

褐藻類

Macrocystis pyrifera (L) AG. 大浮潔(その他ヨシプ回)

パクテりヤ (BRANDT 1923) 

Fucus 11，ιsiculosus L. ヒノ，"タ属1種

線虫類の Halenchus dumnonicus CoLES (COL邸 1958)

Fucus serratus L. ヒパマタ属1種

線虫類の Halenchus dumnonicus CoLES (COL酪 1958)

Ascoρhyllum nodosum LE JOL. アスゴフィルム属1種

線虫類 (BARTON1892) 

線虫類の HaZenchus舟cicoZa(DE MAN) COBB (COL回 1958)
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Cystoseira osmundacea (MENZ.) AG. ヤパネモク属 1種

子襲菌の Guignardia irritans SETCH. & ESTEE2) (ESTEE 1913) 

Halidrys dioica GARDN. ハリドゥリス属1種

子彊菌の Guignardia irritans SETCH. & ESTEE') (E訂 EE1913) 

Cystoρhora reiroflexa (LABILL.) J. AG. チストホラ属1種 c 

子褒菌の Otthiella cysto.ρhorae CR1BB & HERllER'l" 

(CRI!3B & HERBERT 1954) 

Sargassum sp. ホンダワラ属1種

子褒菌の Haloguignardia decidua A. B. & j. w. C~IBB 及び H.

longispora A. B. & J. W. CRIBB (A. B. CRIBB & J. W. CRIBB 1956) 

Sargassum sp. ホシダワラ属l積

子褒菌の Haloguignardia tumefaciens (CRIBB & HERBERT) A. B. & 

J. W. CR1BB (A. B. CRIBB & j.W. CRIBB 1956) 

(2) 成因別にみた海藻 gallの記録

A. 非生物的成図
工場廃水中の成分3)• アサクサノリ(藤山 1957)

B. 生物的成因
バタテリヤ:

Chantransia spp. (STARMACH 1930);オゴノ 9(MEROLA 1952); Cys-

toclonium (ScHMITZ 1892， CHEMIN 1927);ネツキイタユグサ (ROSEN-

VJNGE 1931); Chondrus (CHEMIN 1931);大浮藻その他のゴシプ目植物

BRANDT 1923) 

子嚢菌:

Cysioseira (ESTEE 1913); Halidrys (ESTEE 1915); Cystophora (CRIBB 

& HERBERT 1954); Sargassum (A. B. CRIBB & j. W. CRlBB 1956) 

緑藻 ~hlorochytriunt:

アサクサノ 9(遠藤・ 1911)

糸状紅藻:

フイ Fタサ(遠藤 1911)

2) ~Haloguignardi，α irrita悶 (SE'fCH. & EヨTEE)A. B. & J. W. CRlBB， 1956. 
3) 工場廃水中の成分が，アサクサノリの gallの成因として藤山.(1957)によって報告
きれた. という意味である。以下同じ。
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線虫類:

Furcellaria (BARTON 1901， CoLES 1958); Chondrus (BARTON 1901， 

COLES 1958); Fucω(COLES 1958); Asco.ρhyllum (COLES 1958) 

議脚頚:

ダノレス (BARTON 1891， lIARDING 1954) 

以上が，海部の gallについて今日までに知られている概要である。gall

のできるもとである細胞の異常増殖そのものについての検討は，藤山(1957)，

片山・藤山(1957)の研究があるだけである。それによると，異常増殖組織の

細胞は正常細胞K比して大きく，著しい原形質分離を起しており， chromatin 

類が増加し 2個乃至3個の核を有する多核細胞が見られ，核の染色性が著

しく増しており.病業体の核酸，殊lとDNA(desoxyribose nucleic acid)の

含有量を調べてみると発癌初期の病業体lこ特に多い。そのことから，核酸

(DNA)の過剰生産による染色体合成の述進の結果多核細胞が生じ，これが

起源となって異常増殖組織が形成されるものと思われると論じている。広島

県福山港の港外にある海苔場の各地点で採った莱体の DNA量を時期別に測

定し，また港内水路の 6地点に移植した業体の DNA量の時期別変化をし

らべ，発病状態との関係を検討して，工場廃水が或る程度稀釈された地域lζ

病業体の出現し始める乙と，降雨Iζ伴なって薬体の色調が恢復するのが見ら

れるがそれは年度により DNAの時期別絶対量に増減がある事実と関係があ

る乙と，などを述べている。また，発癌物質である nitromin(nitrogen 

mustardの市販品)が濃度 0.1-0.01p.p.m.でアサクサノ 91<::人工的に発癌

させること， X線照射は初期病葉体の発癌を促進し，強度の照射は正常葉体

にも照射局所の死を免かれた細胞に異常増殖を起す乙となどを見ている。両

氏の研究の今後の発展を期待して，この綜述を終ることとする。

Rerume 

Galls in seaweeds are hitherto reported in eight genera of Rhodophyceae 
and in sev回 generaof PhaeopQyceae. They have be組 supposedto be caused 
by par絹 ite88uch. as bacteria， four ascomyceωus fungi， a Chlorochytrium sp.， 
a filamentou8 red alga， nematodes including two species of .Ha.lench叫8，and a 
copepod， or by the polluted艶 awatercontaminated with industrial sewagω. 
The gall of PO中旬ratonora growing in polluted seawater has lately been 
studied cyto・andbioch釦 IIcallyby FUJlYAMA (1957) and KATAYAMA & FUJlYA-
MA (1957} who are of opinion色hatth自 promptedproduction of chromωomes 
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due to excessive increase of nucleic acid (DNA) in the affected tissue of the 

plant wU1 bring about the birth of bi-to tri-nucleate cells which will in their 
turn become色heorigin of abnormally growing tissues. 
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藻類の凍死 (綜述)

照本勲*

1 TERUMOτ。FrostKilling of Algae 

1. 

生物の低湿に対する影響の研究では，先ず第一にその生物の致死温度を

知る必要がある。その生物はなん度で凍死するかというととである。凍死と

いう言葉は，低温又は寒冷のためにお乙る傷害あるいは死滅をあらわす。凍

結とは，細胞に含まれる水分がかたまって氷となる乙とで，植物が凍結した

からといってかならずしも凍死するとはかぎらないし， 又ある植物ではO"C

より高い温度』とおいて，すなわち氷がまだ出来ない温度で凍死するとともあ

る。

乙の観点、から藻類を材料として，普から現在まで観察，又は実験された

主な文献を次l乙記載し，あわせて凍死ににた現象である乾燥死にふれた文献

も参照した。

植物の温度についての研究では，次の要素が必要である。 L実験材料の

骨北海道大学低温科学研究所
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種名。 2.実験される際の外部温度(冷却温度ー又は凍結温度)03.外部温度の作

用時間(冷却時間又は凍結時間)04.冷却速度，又溶かされる場合は融M速度。

5.凍結融解の回数，ならびに融解後の処置。6.植物細胞，組織内外における

氷の形成状態。 7.冷却前，冷却中の材料の状態と合水量等。
古い時代の凍死{ζ関しての文献は，乙れらの要素の最初のふたつ，すな

わち種類と外部温度のみ記載しているものが多い。致死温度告知る場合lζは，

作用時聞が重要江乙とであるが，その当時は重要視されなかったためか，多

くの古いデータにはその明記がないので，直接の比較が出来ないものがある。

文，致死温度を測定する場合に注意すべきことは，材料としての植物の温度

が，外気温と平衡になったかどうかを明瞭にするととであるJ低温にさらす
時・聞がどく短い場合，合水量の多いため比熱の大きい生物は. ~F.常 Iと小さな

ものでない限り外気温と平衡になっていない乙とが多い。したがって，でき

る限り植物体の温度を直接測るのが望ましい。

細胞の凍結過程は複雑ではあるが，簡単に述べると，二つの様式に大別

できるn 一つは細胞外凍結といい，細胞の表面にだけ氷が生ずるのであって，

凍結が進むにつれ細胞内部から水が奪われ，表面の氷は成長する。細胞間隙

にお乙る凍結と考えてよい。他の一つは細胞内凍結とよばれ，細胞内部lζ

氷が生ずる。細胞は内部が凍結すると例外なく致命的な害を受けるが，細胞

外凍結だけが起った場合は，その時の温度，つまり生ずる氷の量および凍結

の持続時聞によっては障害をうけない。細胞外凍結は必ず一種の脱水をとも

なうため，凍害を脱水の害，すなわち乾燥障害と同じであると解する人もあ

る。共!C水分を失うという点で，共通の理をもつものである。数種類の植物

細胞について凍結，乾燥，原形質分離ならびに熱lζ対する抵抗性を比較実験

したところ，そのひとつに対して強い抵抗性を示した細胞は，他に対しても

強いという結果がえられている。すなわち凍結，乾燥，熱!c対する抵抗性は

本質的lζ同じであり，そのひとつを説明できる説は他のふたつにも適用でき

るかも知れないが，その抵抗性機構が本質的に等しいものかどうかは今後IC

残されている問題といえよう。

11. 

始めに単細胞藻類の文献をあげると，単細胞藻類の数種類は雪の中lζ発

見された。緑色又は赤色に雪をそめ，緑雪，赤雪と古くからいわれているも

のである。そのうち Chlamydomonasnivalisはアルプス地方，グMーシラ
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Y ド，南極等の赤雪lζ見出され，その主要構成生物の一種と見なされている。

動胞子は温度の上昇と共lζ不活援になり，遂には鞭毛を失い，薄い膜にとざ

され不動胞子となり，動胞子は +40C以上の温度には耐えられないといわれ
ている。日本でもみられる(小林・福島 1952)0又，縁雪は主lζ Chodaiellaか，

まれに Chlamydomonasより構成されているが，とれらの藻類が生存できる

最低温度に関しての文献はまだ見られない。ただハシガ 9~ の KOL 女史と

CHODAT， R.の業績を参考に出来る程度である。

WEST， W.と WEST，G.によると Closteriumは水中で 14日間も凍って

いても，融けたあとで運動カをもっていることがわかった。 Microsteriasも

同じ実験条件で凍結に耐える乙とが認められた。

WISLOUCH (1910)は滅菌水に涼滋させた Stichococcusbacillarisを色々

な低温にさらした。 -75
0

Cに2時間さらしたものは，わずかに生き残っただ

けだったが， -210Cに6-7時間さらしたものでは約50%も抵抗出来た。

PICTET (1893)は水に培養した珪藻の色々な種類を約一2000C で凍結さ

せたが害をうけなかった。媒液を溶解後，珪藻は pseudopodiaIとにた突起を

出しているように見られたという。

EDLICH (1936)は樹皮の下層部に生育している Pleurococcusvulgaris， 

Apatococc間 minor，Stichococcus baci1larisを自然の生育状態のまま，前処

理として大気湿度(関係湿度 25-100%)を色々にかえたあと -200Cから

-800Cまでの低温に色々な時間あわせた。 Pleurococc附は -800Cにすく

なくとも 24-26時間抵抗する乙とが出来た。 乙の結果は前処理として行

った湿度に関係なかった。閉じような実験でStichococcusとApatococcusは

抵抗性が小さい乙とが証明された。前者は -800C!c 2時間，後者は 1時間

でそれぞれ凍死した。関係湿度を 50%にかえると， -800Cの低温に対して

始めて Pleurococcnsと同程度の抵抗性をえたa

W ARBURG (1919)はクノップの培養液中K浮世静した Chlorellaを液体空

気 (ー1920C)に 11時間さらした。細胞は処理によって害されなかった。

KλRCHER (1931)は StichococcztSbacillarisを試験管中K寒天培養占な

し，ー700Cに1-8日間，又一1830~ -1920Cの低温に 13時間保ったが，藻

類は死ななかった。

. BECQUEREL (1932， 1936)はProtococc附と Pleurococc凶を乾燥状態K保

ったあと，人工的につくれる最低温度にさらしたあとでも，乙の二つの藻類
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は正常に生育するととを確めた。液体合成培地で培養した細胞，又は樹皮片

からとった細胞を酸化パリクム上で 350C，3カ月にわたって乾燥した。更に

10-' mm水銀減圧乾燥後，試験管lζ封じたものを -1900CIC 480時ー間，

-2690~-2710C IC 71時間半さらした。そのうちのあるものは冷却前 25年

間にわたり真空中で乾燥したものを使用した。 ひとつの実験では1.840K

の温度に 1時間維持できた。 乙の他 Pleurococcusvulgaris， Chlorella 

仰 19aris，Stichococcus bacillaris， Hantzschia am.ρhioxys， Pinnularia 

viridis， Chlorococcum humicolum， Palmella miniata等の藻類を材料と

したが，乙の処理によって生育は害されなかった。

111. 

WEST， W.と WEST，G.は，Spirogyra cataeniformisが接合の過程で

氷の中l乙2週間おかれたあとでも，秀れた生活カをもっていたと報告したロ

COHN (1871)は顕微鏡にセットした凍結台の上で Nitellasyncaゆaを

冷却して，その生活力を研究した。藻類の分校は水を数mmの深さに入れた

浅いガラス器の底におかれ， -20oCの低温にさらされた。温度はガラス器内

の水につけてある寒暖計によった。活動的な原形質流動は OOCでも観察でき，

-20Cで流動はゆるやかとなった。それ以下に温度が低下すると，細胞は凍

ってその結果Nitellaは死んでしまった。そのうち 2例だけは， -30Cの氷

から取り出した細胞も生きていた。細胞の中lζ氷が出来るのは， -30Cと-

40Cの問で，始め原.形質の収絡がおとるが，融解後細胞は死んでしまった。

STRASBURGER (1878)はHaematococcusとChilomonasの2種の藻類の

滋走子が，一部凍った水滴の中の氷品の間でも運動する ζとを観察した。又

完全に凍ってしまった場合，Haematococcus， Ulothrix， Bothrydium， Chilo-

monasの滋定子は融解後死んでしまった。実験中，周囲の温度は -lOC以下

にさがらなかったという。

MOLISCH (1897)は Sρtrogyraの糸状体をスライドとカパーグラスκは
さみ -30_-60Cで凍結させた。 S〆rogyraは水の氷点以下に冷却される
と，始めに氷の結晶が表面の周囲IC形成され，水は細胞内部から引っぱられ

る乙とを観察した。融解すると細胞は殆んど以前の容積をとり戻し，葉緑体

は多くの細胞中lζ再び、はっきりと現われるが，以前lζは明瞭K区別のあった

のが細胞核と同様に膨脹して，共にかたまりの中lζー絡になって，外見上か

らも死んだ{設を示す。乙のような凍結様式は Spiroqyraの他，CladoPhora， 
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Derbesia等でみられる。Codiumは細胞内部の凍結と，上述の細胞外凍結と

が同一細胞でおこる。 Spirogyraの場合でも冷却が充分はやい時，氷は細胞

の中に現われる。前と周じ条件で CladoPhoraは -80Cで凍死し， Derbesia 

とL'odiumではーl10Cで凍死した。

又， MOLISCHは紅自信 Nitophyllumを水につけたまま -50Cで凍結した。

乙の紅藻は凍結の状態で，生命を害われ蛍光怯紅色素を現わした。すなわち，

MOLISCHはこの事実から，凍死は融解時始めておとるものでないととを認め

た。

KLEMM (1895)は試験管に試料を入れ， 寒剤につけて濠類に対する低温

の影響をしらべた。 Chara，の発芽体と Spirogyraの糸状体は， -130Cの低

温lζL5分間さらすと死んでしまった。

KYLIN (1917)はスヱーデジ西海岸に生ずる積々の海濠の耐凍性について

実験した。方法は試料を海水につけ， -2.90C， -4.0oC， -5.70C， -7.80C， 

-10.70C， -16.80C， -18~-ー200C の七つの温度 lζ，各 3， 6， 10時間ずつ

凍結させた。褐藻，紅議では禁状体の色の変化.緑議では凍死によって色が

変らないので原形質分離をするかしないかで生と死とを判定した。使用した

海言葉は過冷却状態の低温で死ぬ乙とはなかった。ピグメントの拡散は氷が出

来なければおこらない。凍死温度とその温度lζ対しての致死的な時聞を次に

あげる。

紅重軽 2円ヤαiU'UlUai叫tricαtα -2.900 3時間

11 Delesseria sanguinea 4.000 10時間

11 Deless肘喝αsinuosa -5.7"C 10時間

11 Laurencia pinna.tifida -4.000 10時間

11 Ceram伽明 rubr叫m -5.700 10時間

11 C加ndr畑 cTI8pu8 -16.800 10時間

11 Nemal伽慨叫ltiji.d仰 -180--20.0 10時間後志生存

11 Bang似 f也8copurpurea 必V 11 

11 Porphyra hie押ωlis 11 11 

褐 吉長 Lαmi7ωria 8acChariπa -5.700 6時間
(一年自のもの)

11 Lami担:ariasacchari惚a -16.800 3時I掲
(数年目のもの)

11 Lami'欄巾 digitata -5.7"0 10時間

11 PylaieUa litoraliB -180--20"0 10時間
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褐藻 F'uc抑制IlICUlOB湖 -180_-200C 10時間後も生存

11 FucU8 Berrat叫8 11 11 

11 ABCOphyll倒見旬OdOS1必悦 11 11 

緑藻 Enteromorpha伽，test伽ali8 11 11 

グ Cladop.加rarUpBstri8 グ 3時間

紅藻のうち Trailliella.Delesseria. Laurencia等は最も耐凍性弱く，

Nemalion. Bangia. POゅhyraは耐凍性最も強い。褐藻の Fucus.Ascophyl-

lum.及び緑藻の Enteromorphaは強い耐凍性を示した。若い Laminaria

lま夏lζ0.3-0.4mの深さのと 乙ろによく生育するが， 上の結果からもわか

るように寒さ K弱いため，冬ICは容易 IC凍ってしまう。そのためスエー

デン西海岸では.Laminariaの葉状体は 0.6-0.65mより浅いととろに発育

しないのは冬期間の寒冷のため凍害をこうむるからである。又，これらの海

藻をプドー糖あるいは硝酸ナトリクムを溶解した海水又は濃縮した海水中に

入れると，低温lと対する抵抗性の高いものほど高張溶液に対する抵抗性もま

た高いことがわかった。又，凍結lζ際し氷は細胞内に出来ず，組織の外側lζ

出来た。

KλRCHER (1931)は試験管で寒天斜面培養した Pediastrumと Hormi-

diumの二種の藻類を， 70。Cの寒剤lζ5時間さらしたが，この程度の低温

に対しては死ぬととはなかった。

BECQUEREL (1936)は乾燥した藻類を液体ガスで冷却して，その生活カを

調べた。彼は色々な藻類を含む土嬢試料をとり，酸化ノq クムを使用，真空

中で徐々IC乾燥したa 乾燥は 350Cで3カ月にわたって行った。 10-5mm水
銀減圧で更に乾燥を重ね，液体へ日ヲム(ー2690- :-271 oc)に7時間半さらし

た。また同じように液体釜索(ー1960C)に480時間さらした。両方のグルー

プとも Oscillatoria.Glaeotila. Hormidium. Siphonema. Pediastrumは処

理後も生存した。

又，彼は (1932)糸状藻類である Tribonema'elegansを樹皮片上に生育・

している状態のまま，充分に乾燥，高真空で 22 年間保存したものを 40~I.84。

K IC数時間さらしたが，処理後は正常に生育した。

小野田 (1937)は MOLISCHの設計を改良した凍結顕微装置を用い. 2種

のSρJrogyraの過冷却ならびに凍結をしらべた。 sρJrogyraはー11.40CIC 

17時間の過冷却をするが冷死はまぬがれず，他の種類の Spirogyraでは-

3.5
0

C IC 5時間おくと， 全細胞の 36%は生き残ったが. 64，%は冷死した。
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又，細胞の外表iζ氷結の起った場合，莱縁体.ピレノイドの上によく氷の結

晶が出米た.sρirogyraは融氷後軽度の僑原形質分離が見られ，冷却時聞が

長いと原形質の凝固が起って恢復しない。氷結が表面とともに内部にも起る

と原形質は両者の間K圧せられ.脱水，乾燥，破砕をうける。内部凍結は細

胞の死を意味するという。

BIEBL (1938)はヘルゴランド島の海岸に生育する海藻，特lと紅藻につい

て漣縮した海水と，乾燥に対する抵抗性について実験した。乙の結果は寒冷

lζ対する抵抗性によく一致した。干潮線以下lζ生ずるものは 94%.干潮線以

上のものは 88%.あるいはそれ以下の湿度にたえた。Polysiphonia.Brog-

niartellaなどは 100%の湿度中でも間もなく死んだ。抵抗性の大きな種類

はその渉透価も高いが，干潮線以上lζ生ずるもので渉透価が比較的低いもの

は害をうけやすい.PorPhyraの如きは高濃度の媒液にも乾燥にも抵抗性が

比較的大きい。この PorphyraIζ対する抵抗性は前述の KYLINの寒冷に対

する抵抗性に相関している.BmBLは最近プJレターニュ海岸の海藻を材料と

して，温度と惨透圧に対する抵抗性について論文を書いている(Protoplasma.

未刊).

朝比奈 (1956)はNitellaの節間細胞を用いて. -0.40Cという 高い温度

で細胞表面に氷をうえでやった場合，細い氷の結晶が細胞外に発達したが，

少なくとも数分間の凍結では，融解後も原形質流動を普通に観察できた。細

胞内部が凍結するのはー3.20Cであった。 Hydrodictyonreticulatumの細胞

膜は，細胞内部の凍結開始κ抵抗するカが大きい。又.Spirogyraは -2.50C
で凍結した。乙れらの謀類は，過冷却度がある範囲内で凍結が始まった場合，

細胞外凍結をまぬがれなく，乙の凍結様式で容易lζ死んでしまう。

IV. 

以上の文献を考察すると，種によって低温による致死温度は色々と変化

するものである乙とがわかる。単細胞藻類である Chlorellaゃ Stichococcus

は自然に生育する状態でも，又人工液体培地(C生えたものでも，共IL液体空

気や液体窒素など人聞が利用出来る最も低い温度lζ数時間おかれでも細胞は

破壊されない。それに反して多細胞藻類の大部分は.-10o_-150C附近の低

温にさらされるとほとんど死んでしまい，単細胞誌類よりも寒冷に対する抵

抗性が少ない乙とがわかる。特に Hormidiumは，一列の細胞からなり糸状

をしているが，容易に破砕して短い糸となる性質をもつためか，単細胞のも
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のと似て低混に対する抵抗性が大きい。形態的な速い，すなわち細胞の大き

さ，形，表面積と体積との割合などで寒冷に対する抵抗性が変ってくる ζと

がわかるa その他，凍結条件としての乾燥皮の有効性や渉透滋度lζよっても

影響される。

又，水生植物は自然の状態で細胞内に氷の出来る乙とはほとんどなく，

温度が徐々に降下すると Q"Cよりやや低温で，細胞をとりまいている水に氷

結が始まるが，これより脱水作用をうけそのため細胞は委縮し，その凍結の

持続時聞によって種々の傷害をうけ，ついに死んでしまう。
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愛媛!採に於けるイソスギナ・クロキヅタ・

シマソゾの北限自生地について

野村義弘

愛媛県西宇和郡伊方町伊方澱伊方湾の海地域一帯は三崎半島佐田岬の突

出によって，日本海流の分流余波をうけ水温気温共IC高くために漂着其の他

によるイソスギナ・クロキヅタ・ νマソゾ-アカヲ・ハマオモト等のE熱帯
性植物の自生多く ζれら植物自生の一北限界をなし，植物分布上重要なる一

地帯をなしているものと考えられる。

1. イソスギナ Halicorynewrighlii HARVEY 

東宇和郡田之浜，西宇和郡川之石町小島，伊方町川永田室ノ鼻が産地と

して知られていたが，最近伊方町仁田之浜海岸東経132021'48"~じ緯 33028'35"

K自生しているのを発見 (1958年9月14日野村)現在此所が自生地の北限で

ある.

2. クロキヅタ Caulertascaltelliformis (R. BROWN) AG. 

var. denticulata (DECSN.) WEBER V AN BOSSE 

嘗て川之石町小島lζ発見 (1928年8月山岸)自生其の後生育不明となり

おりしと乙ろ，伊方町仁悶之浜海岸の一岩礁上lζ多数群生しているのを発見

(1954年5月4日野村L更に最近lζ至り仁田之浜海岸線 500mの一帯lζ亘り

て生育し，一大群生をなしている乙とがわかった (1958年6月2日野村L自

生地の北限は東経132021'30ρ北緯33028'43"である。

3. ラッパモク Turbinariaornata J. AGARDH 

伊方町仁田之浜海岸東経 132021'15"北緯 33C28'50"Iζ漂着し打げていた

ものを採集す (1952年8月15日野村)。生育地はまだ発見されていない。

4. V"7:Jゾ Laurenciaamabilis YAMADA 

伊方町川永田室ノ鼻が産地として知られていたが，其の後伊方町亀浦カ

ヒ岬東経132019'25"北緯33029'40"に異例として発見(1957年7月14日野村)

され現荘では此所が自生地の北限である.

尚当地方海藻分布の調査は昭和 28年5月4日以来山田博士の教導によ

っているものである。

(1958年10月1日愛媛県西字和都伊方町湊浦)
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アメリカ藻類学会大会K参加!して

今堀宏三

My Attendan巴eat the Annual Meeting of the 
Phycological 80巴ietyof America 

8月24日から 28日までの 5円11.11，AIBS (American Institute of Bio-

logical Sciences)の大会がアメ 9jJ中部 lndiana州の Bloomingtonという

小 じんまりした大学I1ITにある州立大学を会場として俄された. AIBSは， ア
メ Y カ の生物学関係の全学会の総合機闘で， その中 lζ は大小 40 に余る学'::l.~

が含まれ，今年度の総参加者数は， 主筆録者数だけで 4，681名で，モグリを方11

えると 6，000人近いといわれ，講泌総数1，487という感大なものであった@乙

の学会のためには海外からも多くの新名学者が参加し，FI本からも北大のお1

インデイアナ大学

24 -

二1:教授をはじめ数名の方々が，直

接参加せられた。私は昨秋来2年

間の期 IIJ~で ， アメリカ最小の而積 ­

f員長の名をもっ RhodeIsland 州

立大学!と勤務している関係よ， 乙

の大会lζ参加する機会を得た。

器類学会関係では，まず 24rI 

lC field tri pが行われたが，スケ

ジュクノレの関係で不幸にして参加

の機を失ったが，付近lと1&:(1::する

湖沼を中心lζ淡水ぷ:~全般の採集が

試みられ，すばらしかったという

参加者の訴を後で聞き，大変残念

だった。論文発表は 26円と 27口

の両日にわたり，アメリカ組物学

会とjhfli:の形で行われ，26件lC上

った。 比較的小さな誠議室で行わ

れたために，100人近い]依講者で，

いつも消iEiの盛況であった。誹泌



今編: アメりカ部類学会大会に参加して 109 

は水産関係1，分類7，生態6，形態!;i， 発生4，生理3というように大別で

きたが，いずれも発表後熱心な質疑応答が行われたのには感心させられた.

女性による発表件数もそのうちの 30%をしめ， しかもなかなか立派な講演

態度と内容をもっ人が多かったのは，流石 Ladyfirstの図柄と思われた。変

ったのでは，水鳥を減銃で捕えて，その腸管内をしらべて，発見された藻類

の名をあげるとともに，その中のどういう種頬が再生能力をもったかという

ような発表があったが，内容そのものは特記すべきものはないものの，いか

にもアメリカ大陸らしいゆったりしたものであった。一方，あらゆる精密機

械を駆使して行われた純粋培養や実験発生の研究発表は，貧乏世帯になれた

私にとっては，実にうらやましい限りであった。

私は最後の臼の終りから 2番目に立ち，渡米以来の仕事内容を紹介した

が，スライドを主体にして，ゆっくりと，時にじようだんをまじえおがら 20

分近く話したが，皆よく聴いてくれて，これまでに経験したことのない楽し

い思いをしながらの発表ができた.終了後藻類学会会長の WHlTFORD博士，
副会長の SILVA博士をはUめ，多くの知人や，未知の人々までわざわざ握手

を求めに来られて，講演もよくわかり内容もよかったとほめてくれたのは感

激であった.

大会の運営については， 日本の諸学会と大同小異ではあるものの，サー

ビスはうんとわるく，講演会場でも Presider1人の外には，幻灯技師 1人

で，万事を進行させている有機で，講演番号の掲示すらないととは意外だっ

た.到着直後の登録にしても，係員が少ないため長蛇の列で約1時間余りも

待たされたが，気の長い米人は誰1人文句をいう者もなく，コカコ{ラをの

みながらおとなしく待っている有様は，一寸日本ではまねのできない風景で

あったろう。

藻類学会だけの懇親会はなく， 25日夕食は分類学会， 27日夕食は植物

学会の懇親会で，それぞれの会で又多くの知人を得たととは収穫であった。

なお植物学会の席上では，先述の SILVA博士(昨秋BangkokのPanPaeific 

Congress f[参加後，日本![立ちよられた)K対し，白diumIζ関する業績と，

藻類文献目録作成(アメ Pカ藻類会誌に分載された)乙の貢献によって，今
年度の学会賞(賞金250ドル)を与えられたととは，務類学関係者一同のよろ

ζびであった。

27日の夜 10時すぎから大会センターに一同入り，深更にいたるまで，

自由に歩き，自由lζ諮り，自由に飲んで別れを惜しみつつ大会は終った。
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学会錯事

国際海洋学会議(InternationalOceanographic 

Congre目s)の開催について

今回，会員新崎盛敏氏から表題の会議について下記の様な通知がありました。本会々

員中で議題にあてはまりそうな論文をお持ちの方は米閣の方に連絡を とり論文を提出して

下さい。向叉同時に学術会議内の海洋学研究連絡委員会か，新自毒盛敏民に連絡して下さい。

x x x x x 

7;1リカ科学振興会は UNES∞及び I白Uの鎖刃Rとの共催で 1959年8月31日

より 9月12日まで， NewYorkの国連ピルにおいて国際潟洋学会議を閲催する。

海洋学，海洋生物学に関する丞礎科学金分野に亘り，次の5部門に分れる symposium

が持たれて講演.研究発表，討論が行われる。

1. History of the ocean (8月31日， 9月1日)

2. The boundaries of th自由el(9月8，9日)
3. The deep se!!. (9月4，7日)

4. Cycles of organic and inorganic substan巴esin the sea (9月10，11日)

5. The marine life regime， the population of the sea (9月2，3日)

5の生物部門では Differentiationand dispersal of marine popu1ationsの sect.

で，① Paleogeographyof marine目。rωandfaunas，② Biogωgraphical regions 

in the sea， ③ Evolution and adaptation in the sea， また Thephysiology and 

behavior of marine organismsの secι で， @) Behavior of marine organisms as 

influenced by environmental factors， @ Physiology of marine organisms及び

@ The巴ultureof marine organisms as means of understanding environmental 

influence on populations等の諮問題に関する発表，討論が行われる。

研究論文を提出されたい人は下記の規定で原稿を作り提出する事が山来る。{且し受理

の選定は convenerが行い，受埋された物でもすべてが会場で発表される訳ではない。論

文は古い仕事の綜述よりも現状をより推進せしめる微な物が望ましい。

① 送り先 Dr.Mary Sears. Woods Hole Oceanographic Institution， Woods 

Hole， Massachusetts U.S.A. 

②締切り期日(必着目): 1959年1月31日 abstract;4月30日， complete論文.

③ 用語及び長吉: 英・仏・独・鯵またはスペイン語， abstract， 200語以内.

用紙は9吋X12Pすの type用紙，上下に1吋づっ，左1.5吋，右0.5吋ゐけた spaee

の片頁だけ使う。type.writerで doublespaceあげる。
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学会総 1ll 

幾重量移動

{際和33主手4iH8よき lHI158まで}
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U襲 務委読 ま襲§還義 務3努 謀議運議33禁法)'1

{般車総33主事11)'115 B滋夜 会員数 314名}

2暴挙会第露溜総会記事

本会告書器問縫会はB本主毒物需券会務2H尊大受注祭主民昭和33年10発泌氏午後惑襲撃

から 9襲撃すぎまで;1"鰍大寄生幾学費撃にききいて行絞れ， 44若きが之監ニ参似し霊童霊きであった.l!ic.艇二

重量の毒薬E撃に縫って之安殺をきするe

1. 鎗重量の毒事: 滋 111 主義遊民

2. 幾幾護霊長ミ: 銭燃によち主主元会長室市から隊飯事事込先手選線事れたd

3. 軍主義重量絞殺をき: 免長二議事務室襲惑巻銭1をきに潟議ました32年度綴鈴に基づき，緩努

事争議会3殺をふ 主異議雲殺事態?こ。

4. 議議事

ふ 善幸綴長室議U"t護をける主義の会員号室長突の鈴 本学品)'14釘主貫主誌に去さける本会懇談会以来，

本会役員会でを主主主義孝普選会Eぞきに鈴いて会会主主にアンケ…ト号告発し， それをもとにして緩祭

ぞ作総，之受容巻2そきに於いて全会長まに畿幸容して幾?ニ。 j討議選総務導撃の緩巡幸震をきの後， ζの草案

援をと護憲づきま審粂喜善慈の支きで検善幸，多少のそ葬を替の後訂はゐったが猿霊祭伝送い彩で家殺されたe

B. 事争等苦手さ撃の伶 l1l間会緩から s 今B~主で森喜ぎの学浅ままざをく主義かったが， 会の議議

も潟主義たので事字書警には章者語審まケ絡につきzヶ素手玉?の重量奨を免震長したい， とのま告償金五あち，
主主iなままし3議会長ミよち滋#菜子議室哲草案見がめち， 章者主義主義手憾の勤務につき 3章容支?の委主草壁ぞきも事長

ずることに告たした{審議五とは遜去に綴ることとする}。父会主義の滋誇撃によき滋さきに滋滋されに

いと努ふ壌にt;l:った。

5. 会重量淡懇談: 滋JIIおかもブL多民主畿15斡ニ於げる語審惑を警護憲参議選殺の災然記念物実撃が各

会長まに臨海寄れたまi長E警によって縁者する，各襲撃のオキウドや水務者警警警の妙義審議菱喜容を笈著者しな

がら楽しい絡を滋した6

6. 議審議義11l~活空襲湾民 fフラン;;t~設立玉造然科学織物館主織の重注意義にお殺してj と義援

し 7Jラー・スライドにより言葉器禁先手行われた。

終了t士吉将20王子畿でゐったが， 後F導主撃のパスに霊祭ち告をおの綴金銭をま2で下室襲し護室長話し

た。潟ぷ幾重量関金撃について主義元の綴JII家主主災及びその数議室気の芸春潔主主総長李総~滋いた苦手安

感謝する。(接交委李総}

本会焼離の雑誌及び論文!U鱗霞録

雑誌

Aeぬ Biologi絡 V納鈎OU'室長i儲 Vol. 1， Art.ト17.

Vol. 2， A苦も.1-17. 
1.'11客機学会有事長 約O.1， 2，長-9.
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学会録 司王

水産庁内海区水産研宛所研究被告 No.4-1O. 

横浜市立大学紀要Ser.C-7， No. 28.， Ser. C-11， No. 42.， 

Ser. 0-13. No.46.， Ser. 0-14， No. 47.， 

Ser. C-18， No. 71.， Se，.. 0-20. No. 82. 

論文別刷

113 

Ser.ひ12，No. 43.， 

Ser. C-15， No. 51.， 

深瀬長崎・ 末松四郎: 緑重量PithophoraI乙於ける Akine旬 発芽に関する研究"和歌山大学

学芸学部紀要(自然科学}第8号 (1958).

van den HOEK， C.; Observations on the algal vegetation of the northem pier 

at HOEK van Holland， made from Oetober 1953 till August 1954; Blumea， 

Vol. IX， No. 1 (1958). 

The algal microvegetation in and on barna巴l阿 hells.collected 

along the Dutcb and French coasts; Ibid. 

川名 武: 近年に於ける天草の磯燐について;水産指殖， Vol. 3， No. 3. 

小林益雄: 菌学五拾年;自然科学と博物館，第M 巻第3-4号(1957).

KOSTER， J. TH.; Cyanophyceae aus der Umgebung von Zu討ch;Vierteljahrssch-
rift der Naturfol'Schenden Gωellschaft in Zurichヌcvm(1953). 

旬1egenus 町並zocloniumKutz. in the Netherlands; Pubbl. Staz. 

Zool. Napoli， Vol. XXVII (1955). 
国立国会図書館: 逐次刊行物目録;納本週報 (1955，1956). 

NAKAZAWA， S.: Sensibilidad diferencial de 109 ovulos de Coccophora langsdorfii; 
Anales del Instituto de Biologia， Tomo XXVI， No・1(1955). 

Developmental mechanics of Fu巴aceousalgae 1. the preexi目tent

polal.'ity in Cocωphora eggs; The Science Reports of the Tohoku University， 

Fourth Ser.， Biology， Vol. XXII， No. 3 (1956). 

Developmental mechanics of Fucaceous algae II. Vital staining 

of centrifuged Cocωphora eggs: Boじ Mag..Tokyo. VoL 70. No. 823 (1957). 

Developme且.ta¥meehanics of Fucacω，us algae m Differential 
permeability泊 Fucuseggs; Ibid. Vo¥. 70， No. 825 (1957). 

Developmental mechanics of Fucaceous algae IV. Morphogenetic 

movement of白ccophoraeggs; Ibid. Vol. 70. No. 826 (1957). 

Developmental mechanics of Fuc3.ceous algae V. DifIerential 

dis位ibutionof leeithine on the surface of the egg protoplasm in Cocco・
phora and Sargassum; The Science Reports of the TohokuJUniversi七，y，Fourth 

Ser.， Biology， VoL xxm， No. 1 (1957). 
Developmenta¥ me巴hanicsof Fucacω，us algae VII. Apicobasal 

gradient in a later stage of Coccophora embryo; orrON， 8 (1): V-1957. 

才図利彦: 愛媛県松山港近海の潮閑静に於げる再審務群絡の季節的消長 ;私の生物研究.

第3絹 (1953¥
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114 :j高知 ~ 6 ~ ~ 3D' "日和33年 12月

木松山JlB: 奇生住総務 Cepbaleurosvirescensの熔益裂について ;務先t第 5巻，第21オ
(1957). 

SUEMATU， S.・ Noteson Cephaleul'os and Phycopeltis， parasitic and epiphytic 

aerial.algac III. Lists of infccted plants; Bot目 Mag.，Tokyo， Vol. 70， No・831

(1957). 

Aミ訟四郎 スミ レモ科組物のl泡子裂について i 和歌山大学学長学部紀袈(LI然科当主)必
7集 (1957).

一一一一つ 地上部類 Cephaleul'os，Phycopel tis について IV 寄生組物の必組紋の劣化，

和歌山大学学芸学部紀要(臼然科学)第81;'(1958). 

TSUfヨ0，Y.: On the mating reaction of a Chlamydomonas， with special refer-

ences to clumping and chemotaxis; Bot. Mag.， Tokyo， Vol. 70， No， 832 (1957). 

(1958. 10. 31現在)

スケージュー)J，博士及びドツチイ博士の北海道訪問

忍 路海 jjl11:. It:げる
スケージJ ← Jレ博士

百世実盤貴所を，的れ，磯採取を行い，翌 3日

は.~~~の海泌研究所を訪れ， 月l反来日 の

希望を述べ11月4日千五出空港より雌ill

した。

~と 悶のハワイ大学の ドツチイ 同士

(Maxwell S， DOTY， University of Ha-

waii， Honolulu 14， (J. S. A.)は今夏7月

カナ グ|到 のブリティシュコ ロムピア

大学のスケージュールf¥fi土!RobertF. 

ScAGEl， Department of Biology and 

Botany， University of British Colum-

bia， Vancouv巴r，B. C.)はパンコックへ

の旅行の帰途，昨年 11月 1LJ ~;L似 ~n ， ヨ1

2 1:1北海道大学B/I学部Il:来初，山国 ・H寺

田教授と倣談後，fkl問を利 して，出路l臨

海部研究所 l乙於ける

ドッテイ 博士

28日本し樹新，本学を訪問，山間 ・時回数佼と交欲，翌29日室IIMi，厄必研究所を訪問，30 1:1 

千威発線道した。

30ー








